
坂上児童館　事業評価表

ねらい 実施回数 実施回数

乳幼児 1129

小学生 0

中高生 0

大人 933

乳幼児 22

小学生 0

中高生 0

大人 17

乳幼児 114

小学生 14

中高生 0

大人 123

乳幼児 88

小学生 0

中高生 9

大人 77

乳幼児 1181 乳幼児 1353

小学生 34 小学生 14

中高生 17 中高生 9

大人 1100 大人 1150

※２５年度から、事業参加人数を仕様書項目で重複して数えないように統一したため、平成２４年度の人数と単純比較はできません。

項目
区
分

具体的内容 実施日

年度評価

H24
年度

H25
年度

平成24年度の実施状況
取組み、成果、利用者の満足度・評価、課題分析、自己評価

参加人数 参加人数

平成25年度の実施状況

【乳幼児クラブ】
・ベビーズクラブ
・わんわんクラブ
・ちびっこクラブ
・キンダークラブ

月1・2回
程度

【英語】
・クリスパパの英語であそぼう

第1・3
火曜日

（前期のみ）

・ネイティブの先生のダイナミックさが子ども達を引き付け、カード遊びやリ
ズム遊びなどを通して、英語に親しむことができた。先生のご都合により、
前期で終了してしまった事は、とても残念だった。

小計 124

目標回数：90回程度

乳幼児の親子が様々な
活動に参加できる場を
提供し、育児について
の情報交換や仲間づく
りを進めることにより子
育てを支援する。年齢
ごとの集団での親子遊
び、集団遊びを通じて、
楽しむ中で情報を得た
り、仲間づくりをしたりす
ることによって子育てを
支援する。

・子育て中の母親にとって、乳幼児クラブとは違い、異年齢の子どもを持つ
親同士が関わる事のできる大切な場になっている。再結成して2年目とな
り、保護者同士もより親しくなってきた事で、活動も幅広くなってきた。今後
も、事業内容を充実させ、交流を深めていける活動をしていく。

11

【母親クラブ】
・お茶摘み
・カイロプラクティック講座
・児童館まつり

8

13

19
【企画行事】
・乳幼児水遊び
・おはなしらんど

7月

第2
水曜日

・家ではなかなかプールを出す事ができないため、楽しみに来館して下さる
方がたくさんみえた。中学生ボランティア「輝き隊」も参加し、乳幼児親子と
水遊びを通してふれあう事ができ、よい交流の場となった。
・来館している乳幼児の年齢にあった絵本や、季節を感じられる絵本を選
び、手遊びもしながら読み聞かせをした。特に、季節行事に関する絵本は、
保護者の方にも人気があったため、26年度は、日本の年中行事の由来や
いわれをペープサートで子どもにも分かりやすく伝えていける様、企画す
る。

H25

64

月1回

乳
幼
児
と
保
護
者
を

対
象
と
し
た
事
業

4

1

104

・ベビーズクラブは、毎回、保健師及び母子保健推進員の方々に参加して
頂いている。その都度、必要な話をして下さったり、クラブ後には、質問や
相談を受けたりなど、子育ての悩みや不安を解消できるよい場となった。
・美坂保育園との交流も、年に14回程度あり、手遊びや大型絵本、工作や
ふれあい遊びで関わる事ができた。キンダークラブには、年長の子どもたち
が来て、マット遊びやボール遊びを一緒にやる事で、よい手本となり、クラブ
の子どもたちも楽しく運動する事ができた。
・お散歩は、健康づくり推進員の方々にご協力して頂き、近隣の公園や神
社に出向いた。春は、咲いている花や植物を見つけたり、秋はどんぐり拾い
をするなど、季節を感じるよい機会となった。
・ちびっこクラブとキンダークラブは、年齢が同じ子どもたちのクラブである。
同学年となる親子をつなぐという事も大切にいているが、どちらか一方のみ
の参加が増えた事もあり、26年度はクラブをひとつにし、活動していく。



項目
区
分

具体的内容 実施日

年度評価

H24
年度

H25
年度

平成24年度の実施状況
取組み、成果、利用者の満足度・評価、課題分析、自己評価

平成25年度の実施状況

乳幼児 12

小学生 338

中高生 0

大人 5

乳幼児 5

小学生 330

中高生 7

大人 12

乳幼児 101 乳幼児 17

小学生 560 小学生 668

中高生 29 中高生 7

大人 135 大人 17

児
童
を
対
象
と
し
た
事
業

1

【小学生クラブ】
・一輪車クラブ
・ファンシークラブ
・もぐもぐクラブ

月1・2回
程度

小計

【企画行事】
・どれみらんど
・さかうえらんど/学習スペース
・チャレンジ
・デイキャンプ
・クリスパパの英語であそぼう
・子ども獅子舞

月1・2回
程度

単発

目標回数：100回程度

小学生のクラブを指導
し、自主性や創造性を
育て、協調性を養うとと
もに障がいのある児童
も共に遊ぶことができる
場をつくり相互理解を深
める。

4 12

101

・その日来館した子を対象に、歌を歌った。特に、子どもたちの意見を取り
入れた時は、ピアノを弾き始めると自然に歌を口ずさみ、元気に歌う事がで
きた。子ども達がより歌に興味を持てる様、好きな歌や、歌いたい歌を書い
て投書するリクエスト箱を設置する。
・さかうえらんどは、子ども達が自主的に遊びを決めている。上の学年の子
が中心となり皆を誘い、来館している小学生がひとつにまとまって遊んでい
る姿が見られた。遊びもどんどん展開していき、ルールなどもオリジナルで
作る事ができた。今後も、子ども達の遊びを見守っていきたい。
・豆つかみ、お手玉、迷路、まちがい探し、廃材工作など、月に1回、誰でも
チャレンジできる内容で行った。その中でも、豆つかみの様に、記録を競う
ものがとても好評で、大いに盛り上がった。記録を残しておきたいという子
ども達の意見を取り入れ、26年度は、1年間の記録をつけていく表を掲示す
る。
・デイキャンプでは、地域の方に協力して頂き、カレー作りと飯盒炊爨を行っ
た。特に飯盒は、未経験の子が多く、興味を持って体験することができた。
クリスパパの英語であそぼうは、小学生対象でもやって欲しいという声があ
り、夏休みに単発で行い、好評だった。

59

53

112

・一輪車クラブは、第2区夏祭り、養正公民館まつり、児童館まつりで演技披
露した。練習を重ね、できる技も増えてくると、自分たちで意見を出し合い、
曲を完成させ、達成感を味わう事もできた。発表という目標に向かって、ひ
とつのものを作り上げていく事が、とてもよい経験となり、心身の成長にもつ
ながった。
・ファンシークラブは、前期はクラブとして行い、初回に自分たちの作りたい
物を決めた事で、作品に対する満足度が高かった。しかし、毎回の参加が
難しいためクラブに入れないという声が多かった事もあり、後期は単発事業
として定期的に行った。その結果、より多くの子が参加することができた。今
後も単発事業として、継続していく。
・もぐもぐクラブは、前期・後期とも、初回に自分たちでメニュー決めをした。
児童館での活動だけでなく、地域の方の御協力もあり、ご自宅に出向き、よ
もぎもちを作りをさせて頂いた。薪で火を起こし、くどでもち米を蒸すなど貴
重な体験をさせて頂き、子ども達だけでなく、保護者の方にも好評だった。



項目
区
分

具体的内容 実施日

年度評価

H24
年度

H25
年度

平成24年度の実施状況
取組み、成果、利用者の満足度・評価、課題分析、自己評価

平成25年度の実施状況

乳幼児 18

小学生 25

中高生 7

大人 29

乳幼児 9

小学生 17

中高生 0

大人 7

乳幼児 0

小学生 14

中高生 0

大人 0

乳幼児 202

小学生 302

中高生 47

大人 682

乳幼児 369 乳幼児 229

小学生 296 小学生 358

中高生 60 中高生 54

大人 1158 大人 718

第1
土曜日

年1回

・第１土曜日におはなしの会の方が、様々な絵本を読んで下さる。その中に
は、エプロンシアターや珍しい仕掛け絵本などもあり、参加者は興味を持っ
て聞き入っている。土曜日の14：30からということもあり、乳幼児親子の参
加が少ない事が、残念である。クラブや来館される方に、おはなしの会を周
知して頂ける様、声掛けをしていく。
・様々な行事を通して、地域の方々と多くの関わりを持つ事ができた。新羅
神社秋の大祭では、地域の方に指導して頂き、中央児童館の子どもたちと
一緒に子ども獅子舞を披露した。今後も子どもたちが地域で活躍できる場
を作っていける様、関わりを大切にしていく。

19

【館イベント】
・児童館まつり

3/23（日）

・羽根つき、コマ、カルタなどで遊んだ。羽根つきは、初めてと嬉しそうに
やっている子もいた。伝承あそびは、知っているがやった事がないと言う子
が多数いたため、お正月に限らず、事業に取り入れていくとよいと感じた。
伝承あそびを通して、地域の方と交流できる場も設けていきたい。

目標回数：12回程度

行事や児童館まつりな
ど誰でもが参加できる
行事を実施し、地域間
及び多世代間の交流を
深め、子どもが育つ環
境づくりを地域ぐるみで
取り組む。

【プレゼントづくり】
・大切な人へのプレゼント作り
・敬老の日 プレゼント作り
・バレンタイン チョコレート作り

5/11（土）
6/15（土）
9/8（日）
2/8（土）

【共催行事（地域行事】
・おはなしの会
・第2区夏祭り
・すいとんの会
・新羅神社 秋の大祭
・もちつき大会
・クリスマス会

多
世
代
間
交
流
事
業

1

小計 27

・一輪車クラブの発表とあそびのブースで賑わった。輝き隊や子どもスタッ
フの活躍でブースは活気づき、参加者対抗で行ったツイスターゲームも大
いに盛り上がった。26年度は、公民館としての利用もあるメリットを活かし
て、地域の方と一緒になってまつりを盛り上げていける内容を企画したい。

・母の日、父の日、敬老の日、バレンタインにプレゼント作りをした。お菓子
作りは、ティラミスを作ったが、簡単で手軽にできると好評だった。キューブ
ボックスや、野菜スタンプハンカチは、廃材や野菜の切れ端を使って、素敵
なプレゼントに仕上げる事ができ、参加者は満足そうだった。

3

【伝承あそび】
・羽根つき
・カルタ取り
・コマ
・お手玉

1月
5 11

1

4

24



項目
区
分

具体的内容 実施日

年度評価

H24
年度

H25
年度

平成24年度の実施状況
取組み、成果、利用者の満足度・評価、課題分析、自己評価

平成25年度の実施状況

乳幼児 18

小学生 38

中高生 0

大人 9

乳幼児 23

小学生 254

中高生 0

大人 19

乳幼児 5

小学生 121

中高生 0

大人 5

乳幼児 100 乳幼児 46

小学生 273 小学生 413

中高生 1 中高生 0

大人 104 大人 33

乳幼児 3

小学生 92

中高生 0

大人 0

乳幼児 0

小学生 25

中高生 0

大人 0

乳幼児 10 乳幼児 3

小学生 120 小学生 117

中高生 0 中高生 0

大人 3 大人 0

4 11

・デイキャンプ、養正公民館あそびのブース、クリスマス会、児童館まつりで
は、企画から携わり、当日も司会進行やブースの担当をこなすなど、積極
的に取り組むことができた。26年度は、館内だけではなく、地域の方と関わ
りを持てるような活動も子ども達と共に企画していく。

・おもちゃやボールの汚れ拭き、図書室の本の整理・修繕、児童館館庭及
び坂上公園のゴミ拾いを行った。クリーン大作戦をきっかけに、普段でもゴ
ミを見つけると拾って持ってきてくれるようになった。今後は、自主的に清掃
活動に取り組めるよう、定期的にクリーン大作戦を実施する。

11

【避難訓練・防犯防災訓練】
・火災訓練
・地震訓練
・不審者対応訓練

第4
水曜日

・避難訓練は、毎月行っている。11月と3月に南消防署の方に来て頂き、煙
体験や消火器体験を行った。消防士さんの質問に答えたり、逆に質問をし
たりなど、有意義な時間となった。

4

1

【季節行事】
・こどもの日 こいのぼり作り
・七夕 七夕飾り作り
・節分 豆まき
・ひなまつり 雛人形作り

4/23（火）
7/2（火）～
7/5（金）
2/2（日）
3/2(日）

目標回数：50回程度

乳幼児から大人まで参
加者を限定しない、日
頃、誰でもが参加できる
遊びや行事を実施し、
初めての人の来館・参
加を促すとともに、参加
者相互の交流を深め
る。

小計 91

12

・こいのぼり作り、七夕飾り作り、豆まき、ひなまつり会は、来館した子ども
から大人までが楽しめる内容で行うことができた。製作面では、それぞれの
個性のある作品に仕上がった。豆まきでは、新聞紙の豆をたくさん作って投
げ、家ではできない事ができて楽しかったと好評だった。今後も、誰もが楽
しめる内容を考えていく。

【企画行事】
・ミニシアター
・ワードラリー
・こうさくらんど/おりがみらんど

8/7（水）
8/9（木）

第4
火・水曜日

第1・3
火曜日

・大きなスクリーンや迫力ある映像に引き込まれ、1時間集中して観ていた。
特に昔話は、内容はよく知っていても、おしろいと好評だった。
・問題にカラフルな絵を取り入れたり、漢字や算数の要素を組み入れたりな
ど、毎月、趣向を変えた。館内に掲示してある問題を見つけると、時には苦
戦しながらも、友達と相談しながら楽しそうに問題を解いていた。今後も、誰
もがやりたいという意欲が湧くような内容を考えていく。
・季節に関するもの、家で遊べるもの、飾れるものが好評だった。特にこうさ
くらんどは、身近な廃材を使う事で、家でもすぐに実践できると喜ばれた。図
書室にある工作や折り紙の本を見ながら、これを作ってみたいという子ども
達の意見を取り入れて内容を決めていく。

8

52

子
ど
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
の
実
施

1

【その他のボランティア活動】
・子どもスタッフ
・行事の企画・運営
・館内 館周辺の清掃

第1・3
土曜日

目標回数：12回程度

児童館内でボランティア
活動の場を設定し、地
域の子どもたちが、それ
ぞれの地域で活動でき
るよう人材育成を進め
る。

【クリーン大作戦】
・館内 館周辺の清掃
・おもちゃの清掃
・本の整頓

8月
12月
3月

一
般
来
館
者

（
乳
幼
児
か
ら
大
人

）
を
対
象
と
し
た
事
業

小計 33 28

72

22

6



項目
区
分

具体的内容 実施日

年度評価

H24
年度

H25
年度

平成24年度の実施状況
取組み、成果、利用者の満足度・評価、課題分析、自己評価

平成25年度の実施状況

乳幼児 0

小学生 4

中高生 8

大人 0

乳幼児 0

小学生 0

中高生 27

大人 0

乳幼児 0

小学生 12

中高生 19

大人 0

乳幼児 3 乳幼児 0

小学生 16 小学生 16

中高生 81 中高生 54

大人 1 大人 0

乳幼児 8

小学生 1

中高生 0

大人 6

乳幼児 33

小学生 0

中高生 0

大人 38

乳幼児 10 乳幼児 41

小学生 6 小学生 1

中高生 0 中高生 0

大人 18 大人 44

18

・定期的に学習スペースの提供はしていたが、利用は少ない。学校が長期
休みの時は、学校や塾の宿題を友達と一緒にやる中学生がいたため、今
後は、長期休みには、日にちや時間を限定せず、いつでも利用できる場を
提供していく。

・中学生ボランティア「輝き隊」は、行事進行の上でなくてはならない戦力に
なっている。デイキャンプや児童館まつりでは、子どもスタッフと協力し、自
分の担当を責任もって努める事ができた。今後も、「輝き隊」を通して、やり
がいや楽しさを体感してもらえる様、活躍する場を提供していく。

18

7
中
高
生
事
業

1

【中高生の居場所事業】
・学習スペース

定期的

目標回数：6回程度

中高生等が乳幼児と接
する機会を持てるように
するなど、次世代の子
育て支援につなげてい
くため、地域に応じた事
業の実施及び中高生等
の居場所の確保に取り
組む。

【ふれあい事業】
・スポーツ

定期的

・中学生と一緒に遊ぶことで、普段と違う難度の高いゲームになり、小学生
はとても刺激を受けていた。一緒にスポーツをしたり、遊んだことがきっかけ
で、その後も、小学生と中学生がふれあう姿をよく見かける様になった。

4 10
【中高生ボランティア】
・輝き隊
・中高生ハローワーク

7月
12月
3月

小計 42 30

子
育
て
相
談
事
業
と
子
育
て
ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り

の
推
進

1

【相談業務】
・子育て相談日
・専門機関による相談日

第2
水曜日

目標回数：10回程度

気軽に相談できる場や
関係機関への相談窓口
として相談を受ける。イ
ンターネットによる相談
受付や専門員による相
談の場を設定する。母
子保健推進員・主任児
童委員・保健センター・
子育て支援センターと
の連携を図る。

小計

【子育て講演会等】
・子育て講座
・子育て支援
・子育て講演会

8/1（木）
2/12（水）
2/26（水）
３/19(水）

・カイロプラクティック＆リボンレイ講座は、順番に骨盤調整をして頂く待ち
時間に、かわいい小物を作る事ができ、とても好評だった。ベビーとママの
ヨーガ教室は、子どもとのスキンシップをたくさん取る事ができ、少人数で和
やかな雰囲気で行う事ができた。親子共々リラックスして頂く事ができた。
・県のコミュニティライフ・サポーター派遣事業として開催した、地域をつなぐ
防災体験講座は、災害に備えて、どんな物を準備する必要があるのか、ど
んな物を非常食とするのか、とてもよく分かり、いい話が聞けたと好評だっ
た。

12

4

4 11

・乳幼児親子の方とは、子どもの成長を共に喜び、小学生の保護者の方に
は、お迎えの際に児童館での様子を話したりなど、積極的に声を掛けた。
話をしているうちに、気がかりなことや心配していることなど、話して下さる
方もみえたため、今後も、相談しやすい雰囲気作りに努め、信頼関係を築
いていく。
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項目
区
分

具体的内容 実施日

年度評価

H24
年度

H25
年度

平成24年度の実施状況
取組み、成果、利用者の満足度・評価、課題分析、自己評価

平成25年度の実施状況

乳幼児 10

小学生 8

中高生 0

大人 13

乳幼児 0

小学生 2

中高生 0

大人 1

乳幼児 341

小学生 327

中高生 62

大人 694

乳幼児 322 乳幼児 351

小学生 510 小学生 337

中高生 99 中高生 62

大人 665 大人 708

乳幼児 0

小学生 0

中高生 0

大人 0

乳幼児 5 乳幼児 0

小学生 35 小学生 0

中高生 10 中高生 0

大人 263 大人 0

 
※　「年度評価欄」は、次の内容で記入。
・２４年度　１：取消等を検討、２：不備が目立つ、３：若干不備あり、４：良好、５：期待以上
・２５年度　期待以上：15～12点例年通り：11～9点、例年よりやや劣る：8～7点、例年より劣る：6～3点例年よりかなり劣る　2～0点

地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
事
業

2

【イクメン事業】
・パパとあそぼう

定期的

目標回数：12回程度

児童館児童センターが
所在している地域の特
性を活かした事業を実
施すること。

【移動児童館】
・第２区ますつかみ大会
・ガサガサ探検隊
・くりひろい
・いもほり
・たじみ子育て楽市楽座
・マレット大会

随時

小計

【祖父母の孫育て支援】
・グランパ グランマ

定期的

・参加者が少ない事が気になった。普段は、多くの祖父母の方がお孫さん
を連れて来館されるため、声を掛けたり、館内にポスターを貼るなど、参加
者を募る。

3

・地域で開催される行事に参加させて頂く事で、多世代の方とふれあう貴重
な場となった。また、地域の方のご好意でお茶摘みやくりひろい、いもほりを
体験する事もでき、自然とふれあう事ができた。参加者にもとても好評であ
るため、26年度も継続していきたい。

4 11

・参加者は、毎回1～3組程度で少ないが、父親と一緒に工作をしたり、ゲー
ムをしたりなど、児童館で楽しく過ごす、よい機会となった。来館された方に
声を掛けたり、館内にポスターを貼るなど、参加者を募る。

20 19

4

自
主
事
業

（
あ
れ
ば
記
入
し

て
く
だ
さ
い

）

2

【子育てフォーラム】

・特定非営利活動法人ワーカーズコープが毎年開催している「子育てフォー
ラム」を、25年度は「子ども・若者フォーラム」をテーマとして当事者参加型
のフォーラムを開催しましたが、県外で行った為、自主事業とならなかった。

0

（留意事項）　※「区分欄」は、指定管理者の協定書・仕様書で定められた事業は「１」、協定書等にない自主事業は「２」を記入。

小計 2

4 -

0
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